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(57)【要約】
【課題】高い加熱効率を有しつつ、フッ化水素酸やリン
酸といった液体も効果的に加熱することができる光加熱
式ヒータを提供することを提供する。
【解決手段】ハロゲンランプと、前記ハロゲンランプを
密閉して囲繞するケーシングとを備える光加熱式ヒータ
であって、前記ケーシングは、前記ハロゲンランプの光
を外部に透過させる透過部を備えており、前記透過部は
、フッ素系樹脂から形成されていることを特徴とする光
加熱式ヒータ。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハロゲンランプと、前記ハロゲンランプを密閉して囲繞するケーシングとを備える光加
熱式ヒータであって、
　前記ケーシングは、前記ハロゲンランプの光を外部に透過させる透過部を備えており、
　前記透過部は、フッ素系樹脂から形成されていることを特徴とする光加熱式ヒータ。
【請求項２】
　前記フッ素系樹脂は、ポリテトラフルオロエチレン (ＰＴＦＥ) であることを特徴とす
る請求項１に記載の光加熱式ヒータ。
【請求項３】
　前記ケーシングと前記ハロゲンランプとの間に配置される石英管を備えることを特徴と
する請求項１又は２に記載の光加熱式ヒータ。
【請求項４】
　前記石英管は、前記ケーシングにおける前記透過部に密接して配置されることを特徴と
する請求項３に記載の光加熱式ヒータ。
【請求項５】
　ハロゲンランプと、前記ハロゲンランプを内部に収納する筒状ケーシングとを備える光
加熱式ヒータであって、
　前記ケーシングは、内管と、前記内管との間に空間部を形成した状態で配置される外管
とを備える二重管構造部を有しており、
　前記ケーシングの一方端側には、被加熱流体が前記空間部に流入可能な入口部が設けら
れており、他方端側には、前記入口部を介して前記空間部に流入した被加熱流体が流出可
能な出口部が設けられており、
　前記内管及び外管は、フッ素系樹脂から形成されていることを特徴とする光加熱式ヒー
タ。
【請求項６】
　前記フッ素系樹脂は、ポリテトラフルオロエチレン (ＰＴＦＥ) であることを特徴とす
る請求項５に記載の光加熱式ヒータ。
【請求項７】
　前記内管と前記ハロゲンランプとの間に配置される石英管を備えることを特徴とする請
求項５又は６に記載の光加熱式ヒータ。
【請求項８】
　前記石英管は、前記内管に密接して配置されることを特徴とする請求項７に記載の光加
熱式ヒータ。
【請求項９】
　前記内管と前記外管との間を接続する壁部を備えており、
　前記壁部は、前記内管の表面を螺旋状に巻回するように配置され、前記入口部から前記
出口部に向けて伸びる螺旋状流路を画定することを特徴とする請求項５から８のいずれか
に記載の光加熱式ヒータ。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光加熱式ヒータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液体等の流体を加熱する手法として、例えば、コイル状電熱線からなる発熱体を
通電加熱することにより発熱する通電加熱式ヒータや、石英管の内部に配置されたハロゲ
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ンランプを備えた光加熱式ヒータ等を用いて液体等の流体を加熱する方法が知られている
。
【０００３】
　上記通電加熱式ヒータは、通電により発熱した発熱体が有する熱を該発熱体の周囲に配
設されたカバー等に伝熱させたうえで、カバー等の外側に存在する液体等を加熱するとい
う伝熱方式を採用するヒータである。
【０００４】
　また、上記光加熱式ヒータは、ハロゲンランプから照射される光が石英管を透過して直
接的に液体等を加熱するものであり、伝熱方式に比べて数倍の大きな熱エネルギーを液体
等に付与することができるため、効率的に液体等を加熱することができるという利点を有
するヒータである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　通電加熱式ヒータは、上述のように、発熱体が有する熱を該発熱体の周囲に配設された
カバー等に伝熱させたうえで、カバー等の外側に存在する液体等を加熱するものであるこ
とから、液体等の加熱効率が悪いという問題があった。
【０００６】
　また、光加熱式ヒータは、加熱効率が高いという利点を有するものではあるが、ハロゲ
ンランプを収納する石英管は割れやすく、もし割れた場合、加熱対象の液体等の流体を汚
染してしまうという問題があった。また、石英管は、フッ化水素酸やリン酸といった液体
に対する耐久性が低いため、これらの液体を加熱する目的で、従来の光加熱式ヒータを採
用することはできず、通電加熱式ヒータを採用するしかないという問題もあった。
【０００７】
　本発明は、このような問題を解決すべくなされたものであって、高い加熱効率を有しつ
つ、フッ化水素酸やリン酸といった液体も効果的に加熱することができる光加熱式ヒータ
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の上記目的は、ハロゲンランプと、前記ハロゲンランプを密閉して囲繞するケー
シングとを備える光加熱式ヒータであって、前記ケーシングは、前記ハロゲンランプの光
を外部に透過させる透過部を備えており、前記透過部は、フッ素系樹脂から形成されてい
ることを特徴とする光加熱式ヒータにより達成される。この光加熱式ヒータにおいて、前
記フッ素系樹脂としては、ポリテトラフルオロエチレン (ＰＴＦＥ)を採用することが好
ましいが、このＰＴＦＥに限定されるものではない。
【０００９】
　また、前記ケーシングと前記ハロゲンランプとの間に配置される石英管を備えるように
構成してもよい。
【００１０】
　また、前記石英管は、前記ケーシングにおける前記透過部に密接して配置されることが
好ましい。
【００１１】
　また、本発明の上記目的は、ハロゲンランプと、前記ハロゲンランプを内部に収納する
筒状ケーシングとを備える光加熱式ヒータであって、前記ケーシングは、内管と、前記内
管との間に空間部を形成した状態で配置される外管とを備える二重管構造部を有しており
、前記ケーシングの一方端側には、被加熱流体が前記空間部に流入可能な入口部が設けら
れており、他方端側には、前記入口部を介して前記空間部に流入した被加熱流体が流出可
能な出口部が設けられており、前記内管及び外管は、フッ素系樹脂から形成されているこ
とを特徴とする光加熱式ヒータにより達成される。この光加熱式ヒータにおいて、前記フ
ッ素系樹脂としては、ポリテトラフルオロエチレン (ＰＴＦＥ)を採用することが好まし
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いが、このＰＴＦＥに限定されるものではない。
【００１２】
　また、前記内管と前記ハロゲンランプとの間に配置される石英管を備えるように構成し
てもよい。
【００１３】
　また、前記石英管は、前記内管に密接して配置されることが好ましい。
【００１４】
　また、前記内管と前記外管との間を接続する壁部を備え、前記壁部は、前記内管の表面
を螺旋状に巻回するように配置され、前記入口部から前記出口部に向けて伸びる螺旋状流
路を画定するように構成してもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、高い加熱効率を有しつつ、フッ化水素酸やリン酸といった液体も効果
的に加熱することができる光加熱式ヒータを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】（ａ）は、本発明の第１実施形態にかかる光加熱式ヒータの概略構成断面図であ
り、（ｂ）は、（ａ）のＡ－Ａ断面を示す概略構成断面図である。
【図２】（ａ）は、本発明の第１実施形態にかかる光加熱式ヒータの変形例を示す概略構
成断面図であり、（ｂ）は、（ａ）のＢ－Ｂ断面を示す概略構成断面図である。
【図３】本発明の第２実施形態にかかる光加熱式ヒータの概略構成断面図である。
【図４】図３のＣ－Ｃ断面を示す概略構成断面図である。
【図５】図３のＤ－Ｄ断面を示す概略構成断面図である。
【図６】本発明の第２実施形態にかかる光加熱式ヒータの変形例を示す概略構成断面図で
ある。
【図７】図６のＥ－Ｅ断面を示す概略構成断面図である。
【図８】本発明の第２実施形態にかかる光加熱式ヒータの他の変形例を示す概略構成断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の第１実施形態について添付図面を参照して説明する。図１（ａ）は、本
発明の第１実施形態にかかる光加熱式ヒータの概略構成断面図であり、図１（ｂ）は、図
１（ａ）におけるＡ－Ａ断面を示す概略構成断面図である。この第１実施形態に係る光加
熱式ヒータ１は、加熱される被加熱流体である液体中に投入されて使用される投げ込みタ
イプのヒータであり、図１（ａ）や図１（ｂ）に示すように、ハロゲンランプ２と、当該
ハロゲンランプ２を密閉して囲繞するケーシング３とを備えて構成されている。
【００１８】
　ハロゲンランプ２は、加熱源であり、例えば、一定面積を短時間で加熱可能な平行光型
ハロゲンランプ２、局所的な加熱が可能な集光型ハロゲン型ランプ等を使用することがで
きる。本実施形態においては、ハロゲンランプ２として、光を照射する照射部２１形状が
長尺状の棒状形態の平行光型ハロゲンランプ２を採用している。ハロゲンランプ２は、図
示しない制御装置に接続されており、ケーシング３内、或いは、ケーシング３の外表面上
に設置される熱電対等の温度センサー（図示せず）の計測温度に基づいて、その熱出力を
コントロールできるように構成されている。熱出力のコントロール方式は、自動制御であ
ってもよく、或いは、人が操作するマニュアル制御であってもよい。
【００１９】
　また、図１（ａ）や図１（ｂ）においては、光加熱式ヒータ１が、単一のハロゲンラン
プ２を備えるように構成されているが、数本のハロゲンランプ２を備えるように構成して
もよい。複数のハロゲンランプ２を備えるような場合、各ランプの熱出力を独立的に制御
してもよく、或いは、全てのランプを一つの制御単位として、熱出力を制御してもよい。
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【００２０】
　ケーシング３は、ハロゲンランプ２をその内部に収納する部材であり、加熱対象である
被加熱流体が直接ハロゲンランプ２に接触しないように、該ハロゲンランプ２を密閉して
囲繞する部材である。このケーシング３は、一方端側３ａ及び他方端側３ｂが閉塞される
筒状に形成されている。筒状のケーシング３の一方端側３ａには、ハロゲンランプ２の一
方端が固定されており、ケーシング３の内周面と、ハロゲンランプ２の照射部２１の表面
との間に所定の間隔を設け、照射部２１が、ケーシング３の内周面と接触しないように構
成されている。なお、ハロゲンランプ２の一方端が固定されるケーシング３の一方端３ａ
には、貫通孔が形成されており、該貫通孔を介してハロゲンランプ２の電源配線や制御配
線がケーシング３の外部に引き出される構造を有している。なお、この貫通孔は、耐熱性
の樹脂材料で密封され、また、引き出された配線類も耐熱性の樹脂材料等で被覆されてい
る。このような樹脂材料としては、後述のケーシング３を形成する樹脂材料を用いること
ができる。
【００２１】
　このケーシング３は、フッ素系樹脂から形成されている。フッ素系樹脂としては、例え
ば、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、テトラフルオロエチレン－パーフルオロ
アルキルビニルエーテル共重合体（ＰＦＡ）、テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオロ
プロピレン共重合体（ＦＥＰ）、エチレン－テトラフルオロエチレン共重合体（ＥＴＦＥ
）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ
）、テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロピレン－パーフルオロアルキルビニル
エーテル共重合体（ＥＰＥ）等を挙げることができる。本実施形態においては、上記各フ
ッ素系樹脂材料の中で特に耐熱性が高いリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ；融点３３
０℃）を用いてケーシング３を構成している。
【００２２】
　また、ケーシング３の筒状部分は、ハロゲンランプ２の光を外部に透過させる透過部３
１を構成している。
【００２３】
　このような構成の光加熱式ヒータ１は、例えば、加熱対象である液体（被加熱流体）が
貯留された貯留槽中に投げ入れられて使用される。ハロゲンランプ２から照射された光は
、ケーシング３におけるフッ素系樹脂製の透過部３１にほとんど吸収されることなく透過
して液体（被加熱流体）を直接加熱する。なお、ケーシング３は、フッ素系樹脂材料から
形成されているため、その耐熱温度は、約２００℃～３００℃程度である一方、ハロゲン
ランプ２の表面温度が、例えば、６００℃～８００℃程度の温度に達することになるが、
加熱されている液体（被加熱流体）中に光加熱式ヒータ１を浸漬している間は、ケーシン
グ３の表面に接している液体（被加熱流体）がケーシング３の熱を強力に持ち去ってくれ
るため、ケーシング３の温度が耐熱温度を超えて溶融するような事態が発生することは無
い。
【００２４】
　本発明に係る第１実施形態の光加熱式ヒータ１は、上述のようにハロゲンランプ２から
照射される光によって直接的に液体（被加熱流体）を加熱するものであることから、高い
加熱効率・加熱能力を有するものでありながら、ケーシング３をフッ素系樹脂から形成し
ているため、フッ化水素酸やリン酸、強アルカリ等といった液体によって該ケーシング３
が腐食されることなく、これら液体を加熱することが可能となる。また、超純水を加熱す
る場合、従来の石英管をケーシングとして備えるヒータの場合、石英管（石英ガラス）の
成分溶出が問題になるが、本発明に係る光加熱式ヒータ１の場合には、石英ガラスの成分
溶出の問題が発生することがないため、超純水の加熱にも適するものとなる。また、フッ
素樹脂系のケーシング３を備えているため、外部からの衝撃にも強く、光加熱式ヒータ１
が破損してしまうことを効果的に抑制することもできる。
【００２５】
　以上、本発明の第１実施形態に係る光加熱式ヒータ１について説明したが、光加熱式ヒ
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ータ１の具体的構成は、上記実施形態に限定されない。例えば、図２（ａ）の概略構成断
面図や、そのＢ－Ｂ断面を示す概略構成断面図である図２（ｂ）に示すように、ケーシン
グ３とハロゲンランプ２との間に配置される石英管５を備えるように構成してもよい。こ
の石英管５は、光透過性及び耐熱性に優れた管状体であり、少なくともハロゲンランプ２
の筒状部分（照射部２１）に対応した位置（対向する位置）に配設されている。また、石
英管５の一方端は、ケーシング３の一方端３ａに接続固定されてケーシング３内部に収納
されている。また、石英管５は、少なくともケーシング３における透過部３１に、密接し
て配置されることが好ましい。
【００２６】
　ここで、本発明に係る光加熱式ヒータ１のケーシング３は、フッ素系樹脂材料から形成
されているため、その温度が上昇していくと軟化して変形しやすい状態になってしまう。
このような状態で、加熱対象の液体（被加熱流体）の液圧がケーシング３に加わると該ケ
ーシング３の一部が内側に変形してハロゲンランプ２に近づくおそれがあり、仮に、ケー
シング３の変形が大きくなり、ケーシング３の変形個所がハロゲンランプ２の照射部２１
の表面に接触した場合、ケーシング３に破れ等の損傷が発生するおそれがある。しかしな
がら、上記石英管５をケーシング３の内面とハロゲンランプ２の照射部２１との間に配置
することにより、ケーシング３の一部がハロゲンランプ２の照射部２１に近づくような変
形が発生したとしても、当該石英管５が、ケーシング３を支えてその変形を抑制させるス
トッパとしての機能を発揮し、ケーシング３の変形個所がハロゲンランプ２の照射部２１
の表面に接触してしまうような事態が発生することを効果的に抑制して、ケーシング３に
破れ等の損傷が発生することを防止することができる。
【００２７】
　特に、少なくともケーシング３における透過部３１に対して石英管５を密接して配置す
るような構成を採用する場合には、ケーシング３の軟化に伴う変形自体を防止することが
可能となる。
【００２８】
　また、上記第１実施形態においては、ケーシング３全体をフッ素系樹脂から形成するよ
うに構成しているが、このような構成に特に限定されず、少なくともハロゲンランプ２か
ら照射される光を外部に透過させる透過部３１をフッ素系樹脂により構成し、この透過部
３１以外の部分については、フッ化水素酸やリン酸、強アルカリといった液体に対して耐
食性を有するフッ素系樹脂以外の材料により構成してもよい。
【００２９】
　また、上記第１実施形態においては、ハロゲンランプ２の熱出力を制御する装置や、温
度センサーを備えるように構成されているが、これら制御装置や温度センサーを省略して
光加熱式ヒータ１を構成してもよい。このような構成を採用する場合、加熱される液体（
被加熱流体）の温度を計測し、光加熱式ヒータ１のＯＮ／ＯＦＦ操作を行えばよい。
【００３０】
　次に、本発明の第２実施形態について添付図面を参照して説明する。図３は、本発明の
第２実施形態にかかる光加熱式ヒータ１の概略構成断面図であり、図４は、図３における
Ｃ－Ｃ断面を示す概略構成断面図である。この第２実施形態に係る光加熱式ヒータ１は、
上記投げ込みタイプの第１実施形態に係るヒータとは異なり、内部に液体（被加熱流体）
を通過させて加熱する内部通過加熱タイプのヒータであり、図３や図４に示すように、ハ
ロゲンランプ２と、当該ハロゲンランプ２を内部に収納するケーシング３と、該ケーシン
グ３を更に囲繞する外部ケーシング６とを備えて構成されている。
【００３１】
　ハロゲンランプ２の構成については、上記第１実施形態におけるものと略同一であるた
め、ここでは詳細な説明を省略する。
【００３２】
　ケーシング３は、ハロゲンランプ２をその内部に収納する部材であり、筒状に形成され
ている。筒状のケーシング３の一方端側３ａには、ハロゲンランプ２の一方端が固定され
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ており、筒状のケーシング３の他方端側３ｂには、ハロゲンランプ２の他方端が固定され
ている。なお、ハロゲンランプ２の一方端側及び他方端側を除いた中央部分が、照射部２
１を構成している。また、ケーシング３の内周面と、ハロゲンランプ２の照射部２１の表
面との間には所定の間隔が設けられており、照射部２１が、ケーシング３内周面と接触し
ないように構成されている。なお、ハロゲンランプ２に接続される電源配線や制御配線は
、外部ケーシング６を介して外側に引き出される構造を有している。
【００３３】
　このケーシング３は、フッ素系樹脂から形成されている。フッ素系樹脂としては、例え
ば、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、テトラフルオロエチレン－パーフルオロ
アルキルビニルエーテル共重合体（ＰＦＡ）、テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオロ
プロピレン共重合体（ＦＥＰ）、エチレン－テトラフルオロエチレン共重合体（ＥＴＦＥ
）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ
）、テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロピレン－パーフルオロアルキルビニル
エーテル共重合体（ＥＰＥ）等を挙げることができる。本実施形態においては、上記各フ
ッ素系樹脂材料の中で特に耐熱性が高いリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ；融点３３
０℃）を用いてケーシング３を構成している。
【００３４】
　また、この第２実施形態に係るケーシング３は、図３や図４に示すように、その筒状部
分が、内管３２と、内管３２との間に空間部４を形成した状態で配置される外管３３とを
備える二重管構造部を有するように構成されている。内管３２及び外管３３共に、断面視
円形状に形成されている。内管３２と外管３３との間に形成される空間部４は、密閉空間
として形成されるため、内管３２の一方端と外管３３の一方端とは接続して構成されてお
り、同様に、内管３２の他方端と外管３３の他方端とは接続して構成されている。ケーシ
ング３の一方端側３ａには、空間部４に液体（被加熱流体）が流入可能な入口部３５が設
けられており、他方端側３ｂには、入口部３５を介して内管３２及び外管３３の間の空間
部４に流入した液体（被加熱流体）が流出可能な出口部３６が設けられている。なお、フ
ッ素系樹脂により形成される内管３２が、ケーシング３における透過部３１を構成する。
【００３５】
　外部ケーシング６は、図３及び図４に示すように、内部空間を有する直方体状の筐体で
ある。この外部ケーシング６の内部に、ハロゲンランプ２を収納したケーシング３が配置
されている。この外部ケーシング６を構成する材料は特に限定されないが、上述のケーシ
ング３と同様にフッ素系樹脂から形成されることが好ましい。外部ケーシング６の天井部
には、インレット用貫通孔６１と、アウトレット用貫通孔６２が形成されており、インレ
ット用貫通孔６１を介して、ケーシング３における入口部３５に接続される液体供給配管
７１が接続されており、アウトレット用貫通孔６２を介して、ケーシング３における出口
部３６に接続される液体排出配管７２が接続されている。また、外部ケーシング６の天井
部には、配線用貫通孔６３も形成されており、ハロゲンランプ２に接続される電源配線や
制御配線や、ケーシング３の表面等に配設される温度センサーの配線等を外部ケーシング
６の外に引き出されるように構成されている。
【００３６】
　ここで、図３のＤ－Ｄ断面を示す概略構成断面図である図５に示すように、液体供給配
管７１は、外部ケーシング６の天井部に対して垂直となるように配置されており、同様に
、液体排出配管７２も外部ケーシング６の天井部に対して垂直となるように配置されてい
る。また、液体供給配管７１が接続されるケーシング３における入口部３５と、液体排出
配管７２が接続されるケーシング３における出口部３６とは、ケーシング３の長手方向に
沿う同一軸線上（図５において、紙面に対して垂直な同一の軸線上）に設けないようにし
て構成されている。
【００３７】
　このような構成の光加熱式ヒータ１は、液体供給配管７１を通過して供給される加熱対
象である液体（被加熱流体）が、ケーシング３における入口部３５を介して、内管３２と
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外管３３との間の空間部４に供給される。入口部３５に導かれた液体（被加熱流体）は、
出口部３６に向けて空間部４内を通過し、このときに、ハロゲンランプ２から照射される
光によって加熱されることになる。ハロゲンランプ２から照射された光は、フッ素系樹脂
製の内管３２（透過部３１）にほとんど吸収されることなく透過して空間部４内を通過す
る液体（被加熱流体）を直接加熱する。ハロゲンランプ２によって加熱された液体（被加
熱流体）はケーシング３の出口部３６を介して液体排出配管７２に導かれ、光加熱式ヒー
タ１の外部に供給される。なお、ケーシング３は、フッ素系樹脂材料から形成されている
ため、その耐熱温度は、約２００℃～３００℃程度である一方、ハロゲンランプ２の表面
温度が、例えば、６００℃～８００℃程度の温度に達することになるが、内管３２と外管
３３の間に形成される空間部４内を液体（被加熱流体）が通過している間は、内管３２の
表面に接して流れる液体（被加熱流体）が内管３２（外管３３）の熱を強力に持ち去って
くれるため、ケーシング３（内管３２及び外管３３）の温度が耐熱温度を超えて溶融する
ような事態が発生することは無い。
【００３８】
　本発明に係る第２実施形態の光加熱式ヒータ１は、上述のようにハロゲンランプ２から
照射される光によって直接的に液体（被加熱流体）を加熱するものであることから、高い
加熱効率・加熱能力を有するものでありながら、ケーシング３をフッ素系樹脂から形成し
ているため、フッ化水素酸やリン酸、強アルカリ等といった液体によって該ケーシング３
が腐食されることなく、これら液体を加熱することが可能となる。
【００３９】
　また、図５に示すように、液体供給配管７１が接続されるケーシング３における入口部
３５と、液体排出配管７２が接続されるケーシング３における出口部３６とが、ケーシン
グ３の長手方向に沿う同一軸線上に設けないようにして構成することにより、入口部３５
から流入した液体（被加熱流体）の空間部４内でのミキシング効果が高まり、ハロゲンラ
ンプ２からの光照射によって、より効率良く、かつ、均一に、液体（被加熱流体）を加熱
することが可能となる。
【００４０】
　以上、本発明の第２実施形態に係る光加熱式ヒータ１について説明したが、光加熱式ヒ
ータ１の具体的構成は、上記実施形態に限定されない。例えば、図６の概略構成断面図や
、そのＥ－Ｅ断面を示す概略構成断面図である図７に示すように、ケーシング３が有する
内管３２とハロゲンランプ２との間に配置される石英管５を備えるように構成してもよい
。この石英管５は、光透過性及び耐熱性に優れた管状体であり、少なくともハロゲンラン
プ２の筒状部分（照射部２１）に対応した位置（対向する位置）に配設されている。また
、石英管５は、少なくともケーシング３における内管３２（透過部３１）に密接して配置
されることが好ましい。
【００４１】
　ここで、第２実施形態に係る光加熱式ヒータ１のケーシング３は、フッ素系樹脂材料か
ら形成されているため、その温度が上昇していくと軟化して変形しやすい状態になってし
まう。このような状態では、内管３２と外管３３との間を流通する液体（被加熱流体）の
液圧によって、ケーシング３の内管３２の一部が変形してハロゲンランプ２に近づくおそ
れがあり、仮に、内管３２の変形が大きくなり、内管３２の変形個所がハロゲンランプ２
の照射部２１の表面に接触した場合、内管３２に破れ等の損傷が発生するおそれがある。
しかしながら、上記石英管５を内管３２の内面とハロゲンランプ２の照射部２１との間に
配置することにより、内管３２の一部がハロゲンランプ２の照射部２１に近づくような変
形が発生したとしても、当該石英管５が、内管３２を支えてその変形を抑制させるストッ
パとしての機能を発揮し、内管３２の変形個所がハロゲンランプ２の照射部２１の表面に
接触してしまうような事態が発生することを効果的に抑制して、内管３２（ケーシング３
）に破れ等の損傷が発生することを防止することができる。
【００４２】
　特に、ケーシング３における内管３２（透過部３１）に対して石英管５を密接して配置
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が可能となる。
【００４３】
　また、図８の概略構成断面図に示すように、内管３２と外管３３との間を接続する壁部
３７を空間部４内に備え、当該壁部３７を、内管３２の表面を螺旋状に巻回するように配
置して、入口部３５から出口部３６に向けて伸びる螺旋状流路３８を当該壁部３７によっ
て画定するように構成してもよい。このような構成を採用する場合、ケーシング３の入口
部３５から流入した液体（被加熱流体）は、ハロゲンランプ２の長尺状の照射部２１の周
りを、当該照射部２１の長手方向に沿って螺旋状に回りながら出口部３６へと導かれるこ
とになる為、空間部４内を通過する液体の移動距離を長くすることができ、液体（被加熱
流体）がハロゲンランプ２から吸収する熱量を効果的に増加させ、より一層、効率良く液
体（被加熱流体）を加熱することが可能となる。
【００４４】
　また、第２実施形態に係る光加熱式ヒータ１は、外部ケーシング６を備える構成である
が、このような外部ケーシング６を省略して、内部通過加熱タイプのヒータとして光加熱
式ヒータ１を構成してもよい。
【００４５】
　また、第２実施形態に係る光加熱式ヒータ１において、アルミ箔や金箔等の金属シート
によって外部ケーシングの周囲を被覆するように構成してもよい。このような金属シート
の被覆を行うことにより、より一層、液体（被加熱流体）に対する加熱効率を向上させる
ことができる。また、ハロゲンランプから照射される光の約１０％～２０％が、外部ケー
シングを透過して外部に逃げるが、上記金属シートを被覆することにより、外部ケーシン
グを透過する光による眩しさから作業者の眼を保護することができる。
【符号の説明】
【００４６】
１　光加熱式ヒータ
２　ハロゲンランプ
２１　照射部
３　ケーシング
３ａ　ケーシングの一方端側
３ｂ　ケーシングの他方端側
３１　透過部
３２　内管
３３　外管
３４　空間部
３５　入口部
３６　出口部
３７　壁部
３８　螺旋状流路
４　空間部
５　石英管
６　外部ケーシング
６１ インレット用貫通孔
６２　アウトレット用貫通孔
６３　配線用貫通孔
７１　液体供給配管
７２　液体排出配管
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